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韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6),交通科学博物館(波除 3-11-10) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢地域活動協議会｣の傘下に入り、｢影がうす

なった｣ともいわれる町会ですが、どっこい本

来の輝きを見せてくれました(1 頁)。地域の

課題を行政ともタイアップして解決しようと

いう町会長の熱意とリーダーシップ、それに

応えて率直な声をあげる住民、真摯に対応す

る官公署―そのコラボが実に爽やかでした。 

★前号で完結した猪伏昌三さんの｢戦争体験｣

のエピローグともいうべき｢特別寄稿｣(6 頁)。

｢どうしても読者の皆さんに伝えたい思いが

ある｣とのお申し出に喜んで紙面を提供しま

した。10回に及んだ体験記の総集編のごとき

趣に、戦中派の平和への熱き思いが甦ります。 

★その猪伏さんからバトンを託されたのは生

まれも育ちも港区の坂本京子さん(32頁)。戦

闘や引き揚げ場面こそありませんが、疎開や

空襲の苛酷な体験に、戦後世代の悩み苦しみ

がちっぽけにさえ見えてしまいます。 

★｢趣旨はええけど絵に描いた餅になるので

は…｣との懸念を覚えたのが｢学校協議会｣(8

頁)。マイナス面も含めて地域に問う真摯な学

校側の姿勢、地域と学校への愛情に溢れた参

加者の意見。にもかかわらず、限られた参加

層や学校側の負担などを考えると｢その前に

やることがあるのでは…｣と思ってしまいま

す。が、まあとにかく読んでご判断を。 
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